













SIGNAL PROPAGATION MECHANISM  
FOR TWO-PERSON INTRA-BODY COMMUNICATION SERVICES 
 
関根成美 





This paper reports on a signal propagation mechanism through two human bodies for expanding the 
wearable-to-wearable two-person intra-body communication services. The detected signal power through two 
human bodies at a typical and worst case was 10. 2 dB less than that through one human body. We believe that 
the difference of 10.2 dB can be mitigated by confirming the receiver position dependence of the detected signal 
power. We should measure the capacitances around the human body for confirming the receiver position 
dependence of the detected signal power. 
























































図 2 人体通信の電界モデル 
３． 実測・電磁界 Sim解析系 



















































胸ポケット位置の 1300 mm としている．床から受信機の


















図 5 人体一人での信号強度測定系 
 






















図 6 送信機，受信機の電磁界 Sim モデル 
 








る．送信機の HT， 受信機の HRは実測同様のパラメータ
で解析を行っている．測定，解析ケースは人体一人状態






















図 7 人体一人での信号強度電磁界 Sim 解析モデル 
 



































図 9 人体二人での信号強度電磁界 Sim 解析モデル 
 
４． 結果・考察 
図 10, 11 はそれぞれ人体一人における信号強度の受信
機高さ依存性の実測結果，電磁界 Sim 解析結果を示して
いる．横軸は HR，縦軸は信号強度として人体上での信号




における典型かつ最悪ケースは図 10, 11 では HR が 800 








































図 11 人体一人での信号強度電磁界 Sim 解析結果 
 
図 12, 13 はそれぞれ人体二人における信号強度の受信
機高さ依存性の実測結果，電磁界 Sim 解析結果を示して
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人体一人から二人にかけて実測では 10.2 dB，電磁界 Sim




表 1 人体一人と人体二人での信号強度差 
実測 電磁界Sim



































































す CRSF, CRGF, 送信機と受信機の電極間の容量を示す
CTSRS, CTSRG, CTGRS, CTGRGを実測した． 
 
                   
   
        
        
        
     
     
     
     










図 16 人体通信の容量結合モデル 
 
 図 17, 18は CRSF, CRGFの容量値測定における測定系及び， 







































図 18 CTSRS, CTSRG, CTGRS, CTGRGの容量値測定系 
 





みると図 15の FT/FR(1)における HRが 200~400 mmで信号
強度が小さくなることと FT/BR(1)における HR が 200 
mm~400 mm かけて信号強度は小さくなるが，400~800 mm
は一定という結果に近しい傾向を確認できた．以上から，
FT/FR(1)における HR が 200~400 mm のときと FT/BR(1)
における信号強度の受信機高さ依存を決定しているのは
CRSF, CRGFの容量値高さ依存性によるものだとわかった．
一方で，図 20 より CTSRS, CTSRG, CTGRS, CTGRGそれぞれの値
に大きな差異はなく，傾向をみると CTSRS, CTSRG, CTGRS, 
CTGRG すべてのノードで HR に依存していないことがわか
った．これらの結果から FT/BR(1) における信号強度の受
信機高さ依存性は CRSF, CRGF の容量値高さ依存性による
ことが支配的だと考えられる．しかし，CTSRS, CTSRG, CTGRS, 
CTGRG の容量値が一定ということは FT/FR(1)の HR が
400~800 mmで信号強度が増大するという依存性を決定す
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図 19  CRSF, CRGFの容量値実測結果 
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